
 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S MAR 11th 

   １７号 

科 
Systems  Engineering  Mechanical & Electrical 

 
益 田 翔 陽 高 等 学 校 

最後のホームルーム 

 「花は咲く」から 

誰かの歌が聞こえる 誰かを励ましてる 

誰かの笑顔が見える 悲しみの向こう側に 

     花は 花は 花は咲くいつか生まれる君に 

   花は 花は 花は咲く 私は何を残しただろう 

作詞 岩井 俊二 

■３月２日（月）３Ｓのクラスから大空に飛び 

立っていった。入学時から定員の４０人のクラ

ス。入学のメンバーがそのまま一人も欠けず、

しかも２１名が３年間皆勤で卒業していった。

あたりまえと言えば、それまでだが、私は経験

したことない素晴らしいことだ。 

■担任の宮本先生は、朝礼・終礼のワイルドで

賑やかだったことを保護者に説明し、「まぐろ」

は泳ぎ続けないと生きていけないが、この子た

ちはシャベリ続けないとやっていけなかった

のだろうと、笑顔で共に過ごした日々を話して

いた。 

■少し先の話になりますが、学年度末、標題のとおり横田中

学校へ出前授業で訪問します。 

■横田中１年生３２人に、本校１年生：野島、藤井、中島、

中谷君、２年生：新井、岩本、澤江、溝口君等が訪問。 

いっしょにものづくりを楽しみます。 

■科長になって卒業式の前日、ハクチョウをモチーフ 

に黒板画を描いている。アンデルセンの童話「みいにく 

いあひるの子」は物語の世界ではハクチョウになって 

大空に飛び立っていく。 

■Ｓ３の生徒たちは、いまは飛べない、みにくいアヒルだ 

が、ハクチョウになり空を飛んでくれると願い描き上げた。 

■アヒルは DUCK。彼らはアヒルより強力なのでガチョウとし

た。  

●生徒のみなさん英語豆知識 ガチョウは一匹では GOOSE  

 横田中へ出前授業    鋳造門前 ３月１８日（予定） 

複数では GEESE となります 

FLY UP 
   ４０ty WILD GEESE 

●３月１１日 私たちは５度目の震災の日を迎える。いまなお行方不明の方がおられ、高校生を含め想像を絶する多くの

方々が犠牲になられた。しかし、われわれはその復興作業を通じ、絆を深めていった。日本中から多くの方が、ボランティ

アに駈けつけた。S科の先輩たちも一昨年その作業に参加した。・・・誰かの歌が聞こえ 誰かを励ましている・・・ 

         あの歌詞のように 悲しみの向こう側に 必ず花は咲くだろう 

     花は 花は  

●奈良の大仏様も

この鋳造法で下か

ら砂枠を作り、段々

に作り上げられた。 


